
ベネッセ総合学力テスト・進研記述模試が終わりました！！ 

７月４日（土）に１年次生と３年次生、７月１１日（土）に２年次生がベネッセ学力テスト・進研模試を行いました。１

年次生のみなさんにとっては入学後、初めての外部模試でした。なぜ外部模試を受けるのか？それは、『全国で

の自分の位置を知って、進路実現に向けて目標を立てる！！』 ためです。ベネッセ学力テストの受験者数は毎

年約４０万～５０万人で、これだけ多くの数を母数とするデータ処理から得られる情報は有益です。また、業者が

沽券をかけて作成した問題と解答冊子は精度が高く、『模試後に解答を熟読して復習することで力をつけること

ができる』 からです。 

１・２年次生は、「実力養成期間」として模試対策を実施しました。事前に対策学習を行い、受験した後に間違え

た問題を解き直す人は、必ず伸びます。『解説をよく読んで(解説動画も配信されていますね)、間違えた問題をも

う一度解き直す！』 これが、学力を向上させ、定着させるコツです。模試の事前事後学習を通して真の実力を

つけていきましょう。 

 

次の表は、昨年度の進研総合学力テストの全国平均点です。 

 

 

 

 

１・２年次は各教科１００点満点ですから、全国平均点から考えると、１年次は約３５％、２年次は約３６％しか得

点できていないと言えます。さて、あなたは何点を目標としますか？全国の国公立大学合格ラインのおおよその

目安は、５０％、１５０点 です。各大学の合格ラインは、「マナビジョン＞「受験レポート/入試結果/合格ライ

ン」＞「合格ライン閲覧」で検索できます。ぜひ参考にして目標設定をし、次のテストに向けて準備をしましょう。 

 

大学入試から逆算する、行動目安について 

◯ 高校１年次生：【定期考査や外部模試の振り返りから基礎づくりを徹底しましょう。】 

大学入試を考えるうえで、「高校１年次生最初の定期考査」が、受験の第１回戦になっているのが昨今の実態

です。上手く対応できた人は更なるレベルアップをして、反省点が多かった人は７月、８月が軌道修正のチャンス

と捉えて頑張っていきましょう。 

・定期テストや外部模試の徹底対策：定期考査や授業を頑張り、評定を高くすることは大学入試を考えるうえで、

選択肢を多くすることにつながります(近年は国公立大学も総合型選抜や公募制推薦入試に力を入れていま

す)。そのうえで外部模試の対策、振り返りを充実させて、大学入試に対応できる基礎づくりを徹底しましょう。 

・英語の学習を頑張る、英検の早期受験：大学入試、高校卒業後に必要となる英語の学習を頑張る。英検取得に

向けて英語の学力を高めることは大学入試で有利になることが多い（文系、理系ともに英語は必要）です。 

・興味のある分野の探索：大学で何を学びたいか、社会でどのように活躍したいかを意識する。探究学習など

を通じて「志望理由の種」を模索しましょう。オープンキャンパスへの参加など『大学調べ』も大切になります。 

 

◯高校２年次生：【社会で活躍する自分をイメージして、大学の研究内容やカリキュラムを調べましょう。】 

・英語を継続して頑張る、英検への挑戦：大学入試を意識して英語の学力を高め、できる限り上位の級の取得

を目指して何度も受験しましょう。文理関係なく、英語は大学入試の「柱」になります。 

・課外活動やイベントへの参加：大学のオープンキャンパス、地域のボランティア、探究活動への参加、ビジネス

コンテストなど、大学入試につながる「実績」を確立してください。 

・志望校を意識して行動する：高校２年次生３月までに、自分の成長につながるような大学の候補をリストアップし

ましょう。２年次生までに英国数３教科の学力を高めることで、『入試の見通し』が明るくなるはずです。 

◎高校生活の学習のモチベーションが上がり、大学生活が充実していて、未来の自分が生き生きとしている

イメージが湧いてくるような志望校を設定してください。 
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進路だより 
～一緒に夢を見 一緒に夢を語り 一緒に夢を追う～ 〈西高桜咲かせ隊〉 進路指導部     

全国平均点 英 語 数 学 国 語 英数国 

１年次 ３０．７点 ３３．７点 ４１．２点 １０５．７点 

２年次 ３６．１点 ３２．３点 ４０．３点 １０８．７点 



◯高校３年生：【第１志望を意識して、３年次生７月、８月を「今までで１番頑張れた」と思える時間にしましょう。】 

・自分自身の軸を持って主体的に動く：安易な進路選択は、入学後に「本当に学びたいことではなかった」、「大学

の授業レベルが自分に合わずにモチベーションが低下してしまう」といった後悔（ミスマッチ）に直面してしまいま

す。大学に「選ばれる（振り回される）」側ではなく、自分が大学を「選ぶ（主体的に行動する）」側になるために第１

志望を意識して、「今」をやり切ってください。高校での頑張りが大学での充実した活動になり、社会での飛躍

につながっていくでしょう。 

・大学の研究内容とカリキュラムの再確認：その大学で４年間、自分が本当に情熱を持てる分野（資格、専門技

術、研究）を学べるのか。パンフレットのイメージ写真だけでなく、「４年間の具体的な授業一覧（シラバス）」まで

目を通しましょう。大学生活をイメージすることで、高校で学習している内容がどのように大学へつながってい

るのかを再確認でき、モチベーションが上昇していきます。 

・新聞などから時事問題を入手する：時事問題から未来を想像してみましょう。時事問題については単にこうな

ったら良いなといった誰でも考える当たり前なことではなく、「自分ごと（各当事者目線）」として考えて、「あ

なたなりの踏み込んだ考え方や提案」について明示しましょう。そのうえで想定される５年後、１０年後の未来、

さらにその先について多角的な視点で考えていきましょう。 

３年次生にとっては、今年度２回目の全員模試。入試本番に向けての練習試合です。たくさん練習しただけ成

果が出ます。モチベーションを高く持って、本番さながらの気持ちで取り組んでください。３年次生も『合格ライン』

を参考に、目標設定をしましょう。 

なお、今回の進研模試は、「共通テストレベルの設問を記述としたテスト」だと思ってください。 

次の表は、進研総合記述模試３年次の昨年度の全国平均点です。  

英数国は、２００点満点。地歴と理科は、１００点満点です。 

  

  

 

２年次同様、得点率約３５％が全国平均点、得点率５０％が国公立合格の目安です。 

進研模試は、基礎学力から入試を見据えた応用力まで幅広い内容が問われる模試です。苦手科目は焦ら 

ずに基礎基本をしっかり確認。苦手科目こそ、大幅な得点アップが見込めます。模試の復習は苦手克服のチ 

ャンスです。主要科目で基礎基本ができていないところは、単元・分野と使用する教材を決めて夏休み前まで

にできる限り克服しておきましょう。得意科目では、記述力や発想力を試す機会ですが、これは一朝一夕で身 

  につくものではありません。                                                    

こちらも焦らずに日々の積み重ねを大切にして、毎日の学習に力を入れましょう。  

模試では、得意科目の基礎基本で取りこぼしのないように注意しましょう。 

＜７月～９月の進路に関係する主な行事＞ 

○１，２年次ベネッセ学力テスト，３年次進研記述模試  

〇３年次夏季補習Ⅰ  ３年次生：保護者懇談の午後 

○全年次夏季補習  ７／２１（火）～２７（月） 1・2年次は午前 英数国、３年次（夏季補習Ⅱ）は終日 5教科 

〇３年次夏季補習Ⅲ  ８／１８（火）～２１（金） ３年次生：午前 

〇３年次志望理由書サポート講座活用法  ７／２３（木）  

〇３年次第２回全統共通テスト模試  ７／２８（火），２９（水） 

〇第１回全統高１・高２模試（１，２年次生：希望者受験，公開会場）  ８／１６（日） 

〇３年次第２回全統記述模試（公開会場）  ８／２３（日） 

○前期土曜補習（２年次，３年次）   ９／５（土） 

〇３年次第１回ベネッセ駿台共通テスト模試   ９／１２（土） 

英語 数学Ｙ 数学Ｚ 国語 英数国 文系 英数国 理系 

６１．７点 

／２００点 

６７．７点 

／２００点 

７８．５点 

／２００点 

７２．０点 

／２００点 

２０５．０点 

／６００点 

２１７．６点 

／６００点 

歴総世探 歴総日探 物理 化学 生物 英国歴 文系 英数理 理系 

３５．５点 

／１００点 

３７．７点 

／１００点 

３８．９点 

／１００点 

４１．４点 

／１００点 

４４．０点 

／１００点 

２０２．０点 

／６００点 

２２２．９点 

／６００点 


